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成
せ い

２ ７ 年
ね ん

３ 月
がつ

１ ２ 日
にち

（ 木
もく

） 午
ご

後
ご

６ 時
じ

開
か い

会
か い

 

場
ば

 所
しょ

：札
さっ

幌
ぽろ

市
し

視
し

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

がい者
しゃ

情 報
じょうほう

センター
せ ん た ー

 ２階
かい

 大会議室
だいかいぎしつ
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  １．開
かい

  会
かい

 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ただいまから、平成
へいせい

２６年
ねん

度
ど

第
だい

２回
かい

障
しょう

がい者
しゃ

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

審
しん

議
ぎ

会
かい

を開
かい

会
かい

いたします。 

 本
ほん

日
じつ

は、お 忙
いそが

しい中
なか

、多
た

数
すう

ご 出
しゅっ

席
せき

いただきまして、まことにありがとう

ございます。 

 私
わたくし

は、 障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

の長谷川
は せ が わ

でございます。どうぞよろしくお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

 それでは、ここからは座
すわ

らせていただきます。 

 まず、本
ほん

日
じつ

は、一
いっ

般
ぱん

傍
ぼう

聴
ちょう

者
しゃ

の方
かた

はおりませんので、ご報
ほう

告
こく

させていただき

ます。 

 次
つぎ

に、お配
くば

りしております資料
しりょう

の確認
かくにん

をさせていただきます。 

 お手元
てもと

の次第
しだい

の裏面
うらめん

に配付
はいふ

資料
しりょう

一覧
いちらん

を記載
きさい

しておりますので、あわせてご確
かく

認
にん

をお願
ねが

いいたします。 

 まず、Ａ
えー

４判
ばん

横
よこ

の資
し

料
りょう

１のさっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

のパンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

で寄
よ

せ

られた意見
いけん

の概要
がいよう

と札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

です。資料
しりょう

２は、Ａ
えー

４判
ばん

縦
たて

の障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の施行
しこう

に向
む

けた対応
たいおう

についてです。別冊
べっさつ

資料
しりょう

としまして、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
きほん

方針
ほうしん

です。資料
しりょう

３は、Ａ
えー

４判
ばん

縦
たて

の１枚
まい

物
もの

で平
へい

成
せい

２７年
ねん

度
ど

予
よ

算
さん

における主
しゅ

要
よう

事
じ

業
ぎょう

等
とう

についてです。資
し

料
りょう

４は、Ａ
えー

４

判
ばん

縦
たて

の子
こ

ども発達
はったつ

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

のオープン
お ー ぷ ん

についてです。また、別添
べってん

で

本日
ほんじつ

の審
しん

議会
ぎかい

の委員
いいん

名簿
めいぼ

と座席表
ざせきひょう

を添付
てんぷ

しております。 

 資料
しりょう

は、以上
いじょう

でございますが、不足
ふそく

等
とう

はございませんでしょうか。 

 

  ２．札
さっ

幌
ぽろ

市
し

障
しょう

がい保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

部
ぶ

長
ちょう

挨
あい

拶
さつ

 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） それでは、開
かい

会
かい

に当
あ

たりまして、障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部長
ぶちょう

の嶋内
しまうち

からご挨
あい

拶
さつ

を申
もう

し上
あ

げます。 
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○嶋内
しまうち

障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部長
ぶちょう

 おばんでございます。 

 いつも大変
たいへん

お世話
せ わ

になっております。札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部長
ぶちょう

の嶋内
しまうち

と

申
もう

します。 

 本
ほん

日
じつ

は、大
たい

変
へん

ご多
た

忙
ぼう

のところ、審
しん

議
ぎ

会
かい

にご 出
しゅっ

席
せき

いただきまして、本当
ほんとう

に

ありがとうございます。また、皆様方
みなさまがた

には、日
ひ

ごろから札幌市
さっぽろし

の福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

の推進
すいしん

に多大
ただい

なるご 協 力
きょうりょく

をいただきまして、本当
ほんとう

にありがとうございます。 

 前回
ぜんかい

の審
しん

議会
ぎかい

は、１１月
がつ

に開催
かいさい

いたしまして、さっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

の

一部
いちぶ

改定
かいてい

についてご審議
しんぎ

いただいたほか、障
しょう

がい者
しゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の優先
ゆうせん

調 達
ちょうたつ

、そして、児童
じどう

精神科
せいしんか

医療
いりょう

のあり方
かた

の答申
とうしん

への対応
たいおう

ということ

で 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をさせていただきました。 

 さっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

につきましては、審
しん

議会
ぎかい

開催後
かいさいご

、これまでの会議
かいぎ

や

意見
いけん

交換会
こうかんかい

で寄
よ

せられた意
い

見
けん

などを踏
ふ

まえまして、計
けい

画
かく

案
あん

を何
なん

とか取
と

りまと

めることができました。皆
みな

様
さま

方
がた

には 改
あらた

めて感
かん

謝
しゃ

を申
もう

し上
あ

げる次第
しだい

でございま

す。 

 また、本年
ほんねん

２月
がつ

には障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の基本
きほん

方針
ほうしん

が国
くに

から示
しめ

されたとこ

ろでございますが、札幌市
さっぽろし

といたしましても、来年
らいねん

４月
がつ

の法
ほう

施行
しこう

に向
む

けまして

必
ひつ

要
よう

な 準
じゅん

備
び

をしっかりと進
すす

めてまいりたいと 考
かんが

えております。 

 本日
ほんじつ

の審
しん

議会
ぎかい

では、障
しょう

がいプラン
ぷ ら ん

の改定
かいてい

案
あん

に対
たい

するパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の

実施
じっし

結果
けっか

について、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の施行
しこう

に向
む

けた対
たい

応
おう

についてなど、

ご報
ほう

告
こく

をさせていただきます。 

 本
ほん

日
じつ

も、どうかよろしくお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

 

  ３．委
い

員
いん

紹
しょう

介
かい

 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 次
つぎ

に、本日
ほんじつ

ご出 席
しゅっせき

いただきました委員
いいん

の皆様
みなさま

を座席
ざせき

の 順
じゅん

にご 紹 介
しょうかい

させていただきます。 
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 まず、北
ほく

星
せい

学
がく

園
えん

大
だい

学
がく

短
たん

期
き

大
だい

学
がく

部
ぶ

教
きょう

授
じゅ

の藤
ふじ

原
わら

会 長
かいちょう

でございます。 

 札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

の浅香
あさか

委員
いいん

ですが、欠席
けっせき

する旨
むね

のご

連絡
れんらく

をいただいております。 

 北海道
ほっかいどう

中 小
ちゅうしょう

企業家
きぎょうか

同友会
どうゆうかい

障 害 者
しょうがいしゃ

問題
もんだい

委員会
いいんかい

委員
いいん

の池
いけ

田
だ

委員
いいん

でございま

す。 

 札幌
さっぽろ

公 共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていしょ

所 長
しょちょう

の井上
いのうえ

委員
いいん

ですが、欠席
けっせき

する旨
むね

のご連絡
れんらく

を

いただいております。 

 札幌市
さっぽろし

中途
ちゅうと

失 調
しっちょう

・難 聴 者
なんちょうしゃ

協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

の扇谷
おうぎや

委員
いいん

ですが、欠席
けっせき

する旨
むね

の

ご連絡
れんらく

をいただいております。 

 札幌市
さっぽろし

山
やま

の手
て

高等
こうとう

養護
ようご

学校
がっこう

校 長
こうちょう

の岡
おか

積
づみ

委員
いいん

ですが、欠席
けっせき

する旨
むね

のご連絡
れんらく

を

いただいております。 

 ＮＩＫＯＲＩ
に こ り

センター
せ ん た ー

２４介護
かいご

助手
じょしゅ

の押見
おしみ

委員
いいん

でございます。 

 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

きらめきの里
さと

施
し

設
せつ

長
ちょう

の加
か

藤
とう

委
い

員
いん

でございます。 

 札幌市
さっぽろし

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

の澤田
さわだ

委員
いいん

ですが、ご欠
けっ

席
せき

する旨
むね

のご連
れん

絡
らく

をいただいております。 

 北海道
ほっかいどう

難 病 連
なんびょうれん

事業
じぎょう

委員
いいん

の新堀
しんぼり

委員
いいん

でございます。 

 札幌市
さっぽろし

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

地域
ちいき

福祉
ふくし

本
ほん

部長
ぶちょう

の髙
たか

森
もり

委員
いいん

でございます。 

 成年
せいねん

後見
こうけん

センター
せ ん た ー

・リーガルサポート
り ー が る さ ぽ ー と

札幌
さっぽろ

支部
し ぶ

副支
ふくし

部長
ぶちょう

の千
ち

貝
がい

委員
いいん

でござ

います。 

 札幌
さっぽろ

なかまの杜
もり

クリニック
く り に っ く

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉士兼
ふくししけん

ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

の西坂
にしさか

委員
いいん

で

ございます。 

 札幌市
さっぽろし

精神科医会
せいしんかいかい

会 長
かいちょう

の林
はや

下
した

委員
いいん

でございます。 

 北海道
ほっかいどう

立
りつ

心身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

相談所
そうだんじょ

所 長
しょちょう

の廣田
ひろた

委員
いいん

でございます。 

 札幌市手
さっぽろして

をつなぐ育成会
いくせいかい

副 会 長
ふくかいちょう

の藤井
ふじい

委員
いいん

ですが、ご欠席
けっせき

する旨
むね

の連絡
れんらく

を

いただいております。 
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 札幌市
さっぽろし

民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委員
いいん

連 絡 協
れんらくきょう

議会
ぎかい

副 会 長
ふくかいちょう

の三上
みかみ

委員
いいん

ですが、ご欠席
けっせき

す

る旨
むね

の連絡
れんらく

をいただいております。 

 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

札
さっ

幌
ぽろ

社
しゃ

会
かい

復
ふっ

帰
き

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

施
し

設
せつ

長
ちょう

の森
もり

本
もと

委
い

員
いん

でござ

います。 

 札幌
さっぽろ

肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

福祉会
ふくしかい

理事長
りじちょう

の山内
やまうち

委員
いいん

でございます。 

 札幌市
さっぽろし

精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

家族
かぞく

連合会
れんごうかい

専務
せんむ

理事
り じ

の吉
よし

田
だ

委員
いいん

でございます。 

 以
い

上
じょう

、本
ほん

日
じつ

は１３名の委
い

員
いん

にご 出
しゅっ

席
せき

いただいております。 

 続
つづ

きまして、事
じ

務
む

局
きょく

を 紹
しょう

介
かい

いたします。 

 改
あらた

めまして、 障
しょう

がい保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

部
ぶ

長
ちょう

の嶋
しま

内
うち

でございます。 

 私
わたくし

は、 障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

の長谷川
は せ が わ

でございます。 

 企画
きかく

調 整
ちょうせい

担当
たんとう

課長
かちょう

の平井
ひらい

でございます。 

 関係
かんけい

職 員
しょくいん

も同席
どうせき

させていただいておりますが、自己
じ こ

紹 介
しょうかい

は 省 略
しょうりゃく

させて

いただきます。 

 どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

 それでは、今
こん

後
ご

の進
しん

行
こう

につきましては、藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

にお願
ねが

いしたいと存
ぞん

じま

す。 

 よろしくお願
ねが

いいたします。 

 

  ４．議
ぎ

  事
じ

 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 皆様
みなさま

、 改
あらた

めまして、こんばんは。 

 私
わたくし

ごとですが、１１月
がつ

の審
しん

議会
ぎかい

を欠席
けっせき

させていただいておりますので、大変
たいへん

ご無沙汰
ぶ さ た

しております。きょうは、年度
ねんど

末
まつ

のお忙
いそ

しい中
なか

、都
つ

合
ごう

をつけて来
き

てい

ただいたと思
おも

うのですが、残
ざん

念
ねん

ながら、欠
けっ

席
せき

の方
かた

も多
おお

く、いつもより輪
わ

が小
ちい

さ

いのではないかと思
おも

います。 

 きょうは、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

に 伴
ともな

う対応
たいおう

など、大変
たいへん

重 要
じゅうよう

な審議
しんぎ

事項
じこう

も
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ございますので、少
すく

ないメ
め

ン
ん

バ
ば

ー
ー

ではありますけれども、 充 実
じゅうじつ

した審議
しんぎ

にし

たいと思
おも

いますので、よろしくお願
ねが

いいたします。 

 加
くわ

えて、 情 報
じょうほう

保障
ほしょう

の観点
かんてん

から、なるべくゆっくりお 話
はなし

をするように努
つと

め

てまいりたいと思
おも

います。予
よ

定
てい

時
じ

間
かん

は、今
いま

から２時
じ

間
かん

弱
じゃく

と 伺
うかが

っております

が、四
よっ

つの議
ぎ

題
だい

がありますので、ご 協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いいたします。 

 そ れ で は 、 早速
さっそく

、 議題
ぎだい

（ １ ） さ っ ぽ ろ 障
しょう

が い 者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

改定
かいてい

案
あん

の

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の実施
じっし

結果
けっか

についてに入
はい

ります。 

 さっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

改定
かいてい

案
あん

は、平成
へいせい

２７年
ねん

１月
がつ

５日
か

から２月
がつ

３日
か

まで

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

が実施
じっし

されていました。パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

で寄
よ

せられた意
い

見
けん

と札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の 考
かんが

え方
かた

について事
じ

務
む

局
きょく

から説
せつ

明
めい

をお願
ねが

いいたします。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 議題
ぎだい

（１）のさっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

改定
かいてい

案
あん

のパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の実施
じっし

結果
けっか

につきまして、 障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

の

長谷川
は せ が わ

からご説明
せつめい

させていただきます。 

 先
さき

ほど部長
ぶちょう

の嶋内
しまうち

からもお話
はな

しさせていただきましたとおり、 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

につきましては、昨年
さくねん

１１月
がつ

の審
しん

議会
ぎかい

において、改定
かいてい

案
あん

の概要
がいよう

につい

てご説明
せつめい

させていただき、委員
いいん

の皆様
みなさま

からご意
い

見
けん

等
とう

をいただいたところです。

その後
ご

、 庁 内
ちょうない

での会議
かいぎ

において、プラン
ぷ ら ん

案
あん

の最 終 的
さいしゅうてき

な 調 整
ちょうせい

を 行
おこな

い、こと

し１月
がつ

５日
か

から２月
がつ

３日
か

までの 間
あいだ

、パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

を実施
じっし

いたしました

ので、本日
ほんじつ

はその実施
じっし

結果
けっか

についてご報告
ほうこく

いたします。 

 それでは、資料
しりょう

１をごらんください。 

 このたびのパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の実施
じっし

に当
あ

たりましては、広
こう

報
ほう

さっぽろ１月
がつ

号
ごう

及
およ

び札幌市
さっぽろし

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

で市民
しみん

の方
かた

への周知
しゅうち

を 行
おこな

うとともに、市
し

役所本
やくしょほん

庁 舎
ちょうしゃ

、各区
かくく

役所
やくしょ

、まちづくりセンター
せ ん た ー

などでプラン
ぷ ら ん

案
あん

の配付
はいふ

をいたしました。

その他
ほか

、北海道
ほっかいどう

新聞
しんぶん

に記事
き じ

として掲載
けいさい

されておりました。 

 １ページ
ぺ ー じ

に寄
よ

せられた件数
けんすう

等
とう

を記載
きさい

しておりますが、意見
いけん

提 出 者
ていしゅつしゃ

は、団体
だんたい
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を含
ふく

めて、１０人
にん

、意見
いけん

件数
けんすう

は４７件
けん

となっております。平成
へいせい

２４年
ねん

３月
がつ

の前
ぜん

回
かい

策
さく

定
てい

時
じ

は、意
い

見
けん

提
てい

出
しゅつ

者
しゃ

が１６人
にん

、意
い

見
けん

件
けん

数
すう

は９６件
けん

でしたので、前回
ぜんかい

の

約半分
やくはんぶん

程度
ていど

となっております。 

 前回
ぜんかい

策
さく

定時
ていじ

は、平成
へいせい

１５年
ねん

３月
がつ

に策
さく

定
てい

いたしました 障
しょう

がい者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

を改定
かいてい

し、 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

とあわせて一体的
いったいてき

な計画
けいかく

とするなど、全面的
ぜんめんてき

な

改定
かいてい

であったのに対
たい

し、今回
こんかい

はあくまでも一部
いちぶ

改定
かいてい

であったことなどが要因
よういん

で

あると 考
かんが

えております。 

 これらの寄
よ

せられました意
い

見
けん

は、表
ひょう

の中
なか

に意見
いけん

の概要
がいよう

と札幌市
さっぽろし

の 考
かんが

え方
かた

を

記載
きさい

しております。一
ひと

つ一
ひと

つの意
い

見
けん

や 考
かんが

え方
かた

につきましては、資
し

料
りょう

を事
じ

前
ぜん

に

お送
おく

りしており、既
すで

にごらんになっておられるものと思
おも

いますので、本
ほん

日
じつ

は説
せつ

明
めい

を 省
しょう

略
りゃく

させていただき、プラン
ぷ ら ん

を 修 正
しゅうせい

した部分
ぶぶん

のみを説明
せつめい

させていただ

きます。 

 意見
いけん

を踏
ふ

まえてプラン
ぷ ら ん

の本文
ほんぶん

を 修 正
しゅうせい

した箇所
かしょ

は２カ
か

所
しょ

となっております。 

 まず、１３ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の整
せい

理
り

番
ばん

号
ごう

２３です。 

 情 報
じょうほう

・コミュニケ
こ み ゅ に け

ーション
ー し ょ ん

の分野
ぶんや

でさまざまな 障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

に点字
てんじ

や音声
おんせい

による 提 供
ていきょう

を加筆
かひつ

してほしいとのご意見
いけん

をいただいてお

ります。５５ページ
ぺ ー じ

が 修 正
しゅうせい

した本文
ほんぶん

の抜粋
ばっすい

となっております。一番下
いちばんした

の 重
じゅう

点
てん

取
と

り組
く

みの部
ぶ

分
ぶん

に加
か

筆
ひつ

してほしいとのご意
い

見
けん

でしたが、すぐ上
うえ

の取
と

り組
く

みに

「点字
てんじ

や音声
おんせい

による 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

」という取
と

り組
く

みがありますので、こちらの内
ない

容
よう

を広
こう

報
ほう

さっぽろに限定
げんてい

しない内容
ないよう

となるなど、記載
きさい

を 修 正
しゅうせい

いたしました。 

 ２点
てん

目
め

は、２１ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の整
せい

理
り

番
ばん

号
ごう

４２です。 

 「合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

に努
つと

めます」との文言
もんごん

を「合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

の 提 供
ていきょう

に努
つと

めます」

にすべきとのご意見
いけん

をいただきましたが、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の 提 供
ていきょう

が法的
ほうてき

義務
ぎ む

であ

ることや国
くに

の計画
けいかく

における 表 現
ひょうげん

なども踏
ふ

まえまして、「合
ごう

理
り

的
てき

な配
はい

慮
りょ

を 行
おこな

います」に 修
しゅう

正
せい

することといたしました。 
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 修 正
しゅうせい

した本文
ほんぶん

は、７３ページ
ぺ ー じ

に記載
きさい

のとおりとなっております。 

 修 正
しゅうせい

した箇所
かしょ

は、以上
いじょう

の２点
てん

となります。 

 このほかにいただいたご意
い

見
けん

につきましては、プラン
ぷ ら ん

本文
ほんぶん

には 直 接
ちょくせつ

反映
はんえい

し

ておりませんが、今後
こんご

の施策
しさく

を進
すす

めるに当
あ

たっての参
さん

考
こう

にしていきたいと 考
かんが

え

ております。 

 また、今
こん

回
かい

取
と

りまとめました意
い

見
けん

の概
がい

要
よう

と札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の 考
かんが

え方
かた

につきましては、

障
しょう

がい者
しゃ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

本
ほん

書
しょ

とあわせて公 表
こうひょう

することになっておりますので、資料
しりょう

１

と同
おな

じものをホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

で公
こう

表
ひょう

するとともに、市
し

役所本
やくしょほん

庁 舎
ちょうしゃ

や各区
かくく

役所
やくしょ

等
とう

で配付
はいふ

する予定
よてい

でございます。さらに、一部
いちぶ

項目
こうもく

を抜粋
ばっすい

して、障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

本書
ほんしょ

にも掲載
けいさい

する予定
よてい

です。 

 最
さい

後
ご

に、 障
しょう

がい者
しゃ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

の本
ほん

書
しょ

ですが、この後
あと

、印
いん

刷
さつ

作
さ

業
ぎょう

等
とう

に入
はい

りまし

て、３ 月 中
がつちゅう

には完成
かんせい

する予定
よてい

です。また、本書
ほんしょ

とあわせて、前回
ぜんかい

策
さく

定時
ていじ

と同様
どうよう

に概要版
がいようばん

を作成
さくせい

する予定
よてい

です。このほか、今回
こんかい

は概要版
がいようばん

をよりわかりやすい

文 章
ぶんしょう

表 現
ひょうげん

にしたわかりやすい版
ばん

を作成
さくせい

する予定
よてい

ですが、こちらの完成
かんせい

はち

ょっとおくれまして、４月
がつ

に入
はい

ってからとなる予
よ

定
てい

でございます。それぞれが

完
かん

成
せい

いたしましたら、委員
いいん

の皆様
みなさま

にも送付
そうふ

させていただきたいと思
おも

います。 

 私
わたくし

からの説明
せつめい

は、以上
いじょう

です。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 ただいまの説
せつ

明
めい

に関
かん

しまして、資
し

料
りょう

全
ぜん

体
たい

を通
とお

して、質
しつ

問
もん

はありますでしょ

うか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 それでは、ご意
い

見
けん

を 伺
うかが

いたいと思
おも

いますが、いかがでしょう

か。 

○加
か

藤
とう

委
い

員
いん

 感
かん

想
そう

です。 

 ３ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の分野
ぶんや

１の理解
りかい

促進
そくしん

で書
か

かれている 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

しての文言
もんごん

は、
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一般
いっぱん

の方々
かたがた

のご意見
いけん

だとしたら、非常
ひじょう

にショック
し ょ っ く

というか、非常
ひじょう

に厳
きび

しいです

ね。同
おな

じス
す

タ
た

ー
ー

ト
と

ラ
ら

イ
い

ン
ん

に立
た

てることが一
ひと

つの 障
しょう

がい者
しゃ

権利
けんり

として特別
とくべつ

では

なく、同
おな

じスタートライン
す た ー と ら い ん

に立
た

てていないところをどう保障
ほしょう

していくかが 障
しょう

が

い者
しゃ

権利
けんり

の根幹
こんかん

だと思
おも

うのです。ですから、それをどう理解
りかい

してもらうのかだ

と思
おも

うのです。障
しょう

がいがあるなしにかかわらず、みんなが同
おな

じスタートライン
す た ー と ら い ん

に立
た

てるために支
し

援
えん

するという基
き

本
ほん

的
てき

な 考
かんが

え方
かた

があると思
おも

うのです。しかし、

障
しょう

がい者
しゃ

は手厚
てあつ

く保護
ほ ご

されているという認識
にんしき

なのだということで、非常
ひじょう

に

ショック
し ょ っ く

です。 

 これをどうするかという 話
はなし

ではないのですが、そういったことが我々
われわれ

のや

らなければいけない仕事
しごと

だと 改
あらた

めて認識
にんしき

いたしました。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございます。 

 こうした感
かん

想
そう

も含
ふく

めてで結
けっ

構
こう

かと思
おも

いますが、ご意見
いけん

はございませんでしょ

うか。 

 パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

そのものが１０人
にん

からしかなかった中
なか

でこういうような

ご意見
いけん

があったことに関
かん

しては、私
わたくし

たちも重
おも

く受
う

けとめたいと思
おも

います。本来
ほんらい

の 考
かんが

え方
かた

を市民
しみん

の方
かた

に 共 有
きょうゆう

していただく段階
だんかい

になっていないこと、また、

我 々 障
われわれしょう

がいを持
も

っている方
かた

にかかわっている人
ひと

や当事者
とうじしゃ

が何
なに

をしているのか

がなかなか見
み

えておらず、啓
けい

蒙
もう

が進
すす

んでいない面
めん

があろうかと思
おも

います。ただ、

これは本当
ほんとう

にごく一部
いちぶ

の人
ひと

の意見
いけん

だとは思
おも

うのですが、事
じ

務
む

局
きょく

としてコ
こ

メ
め

ン
ん

ト
と

はございますか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 感想
かんそう

めいた 話
はなし

になってしまうかもし

れませんが、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

等
とう

も制定
せいてい

されておりますように、共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

ということで、 障
しょう

がいのある方
かた

もない方
かた

もともに地域
ちいき

で一緒
いっしょ

に生
い

きて

いくという 考
かんが

えで来
き

ております。障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

の経緯
けいい

といいましょうか、歴史
れきし

を振
ふ

り返
かえ

ると、そのような 考
かんが

えになってきたのもそんなに遠
とお

くないとは思
おも

い
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ます。ですから、 昔
むかし

の時
じ

代
だい

の 考
かんが

え方
かた

がまだまだ払
ふっ

拭
しょく

し切
き

れていない部
ぶ

分
ぶん

が

あるのかと感
かん

じております。 

 ご感想
かんそう

にもありましたけれども、古
ふる

いといいましょうか、そういうようなご

理解
りかい

の方
かた

もいらっしゃることを踏
ふ

まえまして、理解
りかい

促進
そくしん

により精 力 的
せいりょくてき

に取
と

り

組
く

んでいかなければならないと 改
あらた

めて感
かん

じました。 

 皆
みな

様
さま

のご 協
きょう

力
りょく

もいただきながら進
すす

めてまいりたいと思
おも

います。 

○藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

 ありがとうございます。 

 ほかにご意
い

見
けん

、ご質
しつ

問
もん

、ご感
かん

想
そう

はいかがございましょうか。 

○山
やま

内委員
うちいいん

 整理
せいり

番号
ばんごう

４７の 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

についてです。 

 ここに、近年
きんねん

、福祉
ふくし

人材
じんざい

の確保
かくほ

が 難
むずか

しいと事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の皆
みな

さんから 伺
うかが

ってい

るということで、人
じん

材
ざい

確
かく

保
ほ

に関
かん

する事
じ

業
ぎょう

を検
けん

討
とう

していますというお答
こた

えをし

ているのですけれども、 私
わたくし

たちも福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

をやっていると、人
じん

材
ざい

の確
かく

保
ほ

に

ついては悩
なや

んでいるところがあります。 

 札
さっ

幌
ぽろ

市
し

としてこういうお答
こた

えをしたということでは、何
なに

かの事
じ

業
ぎょう

のお 考
かんが

え

があってのことなのでしょうか。 

○藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

 それでは、事
じ

務
む

局
きょく

から回
かい

答
とう

をお願
ねが

いしたいと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（筒
つつ

井
い

運
うん

営
えい

指
し

導
どう

係
かかり

長
ちょう

） 福
ふく

祉
し

人
じん

材
ざい

の確
かく

保
ほ

に関
かん

しましては、先
さき

ほ

どの議
ぎ

会
かい

の補
ほ

正
せい

予
よ

算
さん

で事
じ

業
ぎょう

を提
てい

案
あん

しており、 承
しょう

認
にん

を受
う

けましたので、平
へい

成
せい

２７年
ねん

度
ど

事
じ

業
ぎょう

で雇
こ

用
よう

対
たい

策
さく

の事
じ

業
ぎょう

を 行
おこな

おうと計画
けいかく

しております。高齢
こうれい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

でも同様
どうよう

に動
うご

いておりまして、一緒
いっしょ

にやるものもあるかと思
おも

いますが、雇用
こよう

対策
たいさく

、そして、今
いま

働
はたら

いている方
かた

へのメンタル
め ん た る

研 修
けんしゅう

なども含
ふく

めて、何
なん

らかの対
たい

策
さく

を講
こう

じようと計画
けいかく

しております。 

 また、新規
しんき

事業
じぎょう

については、数
かず

の制約
せいやく

ではなく、事業所
じぎょうしょ

がふえていきます

と、質
しつ

が問
と

われてまいります。ですから、ちゃんとしたプラン
ぷ ら ん

をつくり、質
しつ

の

向 上
こうじょう

を目指
め ざ

さないと継続
けいぞく

をしていくことがなかなか 難
むずか

しい 状 況
じょうきょう

になって
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きていますというようなお 話
はなし

を窓
まど

口
ぐち

でするようにしております。 

○山
やま

内
うち

委
い

員
いん

 質
しつ

の 向 上
こうじょう

について、整理
せいり

番号
ばんごう

１１についてです。 

 平成
へいせい

２６年度
ねんど

で 重 症
じゅうしょう

心
しん

身 障
しんしょう

がい者
しゃ

の受
う

け入
い

れ促
そく

進
しん

事
じ

業
ぎょう

が終
お

わると思
おも

う

のですけれども、私
わたくし

たちのところも 重
じゅう

心
しん

の方
かた

が多
おお

いので、そういう意味
い み

では、

マン
ま ん

・ツー
つ ー

・マン
ま ん

でさせていただいております。しかし、看護師
か ん ご し

にやめられな

いためにも、給与
きゅうよ

の部分
ぶぶん

でもいろいろとあるのです。ですから、それも兼
か

ねて、

いろいろと支
し

援
えん

していただけるような事
じ

業
ぎょう

を 考
かんが

えていただければと思
おも

います

ので、どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 最後
さいご

の部分
ぶぶん

はリクエスト
り く え す と

ということですね。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 もし漏
も

れた点
てん

があれば、最後
さいご

にご意
い

見
けん

やご質
しつ

問
もん

を 頂
ちょう

戴
だい

したい

と思
おも

います。 

 それでは、この議題
ぎだい

については 終 了
しゅうりょう

させていただいてよろしいでしょうか。 

（「異議
い ぎ

なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございます。 

 それでは、議題
ぎだい

（２）障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の施行
しこう

に向
む

けた対応
たいおう

についてで

す。 

 平成
へいせい

２５年度
ねんど

第
だい

１回審
かいしん

議会
ぎかい

で障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の概要
がいよう

について説明
せつめい

が

ありましたが、このたび、国
くに

において基本
きほん

方針
ほうしん

が策定
さくてい

されました。本日
ほんじつ

は、基本
きほん

方針
ほうしん

の概要
がいよう

やこれを踏
ふ

まえた今後
こんご

のスケジュール
す け じ ゅ ー る

について、事務局
じむきょく

から説明
せつめい

を

いただきたいと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） この件
けん

につきまして、 私
わたくし

からご説明
せつめい

させていただきます。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

につきましては、平成
へいせい

２５年
ねん

９月
がつ

に開
かい

催
さい

しました審
しん

議
ぎ
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会
かい

において、法律
ほうりつ

の概要
がいよう

などについてご説明
せつめい

させていただきました。このた

び、国
くに

から基本
きほん

方針
ほうしん

が示
しめ

されましたので、本日
ほんじつ

は、基本
きほん

方針
ほうしん

の概要
がいよう

について

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をさせていただくとともに、札幌市
さっぽろし

における 大
おお

まかな 対応
たいおう

スケジュール
す け じ ゅ ー る

などについてご説明
せつめい

させていただきます。 

 それでは、資料
しりょう

２をごらんください。 

 まず、１ページ
ぺ ー じ

には、法律
ほうりつ

の概要
がいよう

を記載
きさい

しておりますが、こちらは、今
いま

お話
はな

ししましたとおり、平
へい

成
せい

２５年
ねん

９月
がつ

の審
しん

議
ぎ

会
かい

でご説明
せつめい

させていただいており

ますので、本日
ほんじつ

はご説明
せつめい

を 省 略
しょうりゃく

させていただきます。 

 おめくりいただきまして、２ページ
ぺ ー じ

から基本
きほん

方針
ほうしん

の概要
がいよう

になります。 

 まず、（１）の基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

です。 

 法
ほう

の 考
かんが

え方
かた

として、 行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

等
とう

及
およ

び事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に対
たい

して、 障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解 消
かいしょう

に向
む

けた具
ぐ

体
たい

的
てき

取
と

り組
く

みを求
もと

めるとともに、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

等
とう

を通
つう

じて、

国
こく

民
みん

一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

による自
じ

発
はつ

的
てき

な取
と

り組
く

みを 促
うなが

すことが示
しめ

されております。 

 次
つぎ

に、（２）の共 通 的
きょうつうてき

な事項
じこう

です。 

 対 象
たいしょう

となる 障
しょう

がい者
しゃ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に規定
きてい

する 障
しょう

がい者
しゃ

となってお

り、手帳
てちょう

を持
も

っておられる方
かた

のほか、難 病
なんびょう

の方
かた

なども含
ふく

まれます。また、対 象
たいしょう

分野
ぶんや

は、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

とされております。なお、雇用
こよう

分野
ぶんや

に

つきましては、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

ではなく、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進法
そくしんほう

の規定
きてい

が

適用
てきよう

されます。 

 次
つぎ

に、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取
と

り 扱
あつか

いの 考
かんが

え方
かた

が示
しめ

されております。 

 不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
と

り 扱
あつか

いとは、正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、 障
しょう

がいを利用
りよう

として、財
ざい

、

サービス
さ ー び す

や各種
かくしゅ

機会
きかい

の 提 供
ていきょう

の拒否
きょひ

、場所
ばしょ

、時間帯
じかんたい

などを制限
せいげん

、 障
しょう

がい者
しゃ

で

ない者
もの

に対
たい

しては付
ふ

さない 条
じょう

件
けん

をつけることなどによる権利
けんり

利益
りえき

の侵害
しんがい

とさ

れています。正当
せいとう

な理由
りゆう

かどうかについては、個別
こべつ

の事案
じあん

ごとに具体的
ぐたいてき

な場面
ばめん

や 状 況
じょうきょう

に応
おう

じて客 観 的
きゃくかんてき

に判断
はんだん

することが示
しめ

されております。 
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 次
つぎ

に、３ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

は、合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

に関
かん

する 考
かんが

え方
かた

になります。 

 合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

とは、個々
こ こ

の場面
ばめん

において、障
しょう

がい者
しゃ

から社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の表 明
ひょうめい

があった場合
ばあい

に、これを除去
じょきょ

するための必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な取
と

り組
く

みと規
き

定
てい

されております。また、具
ぐ

体
たい

的
てき

な場
ば

面
めん

や 状
じょう

況
きょう

に

応
おう

じて異
こと

なり、多様
たよう

かつ個別性
こべつせい

の高
たか

いものであり、負担
ふたん

な過重
かじゅう

とならない範囲
はんい

で 行
おこな

うものとされております。 

 現
げん

時
じ

点
てん

の一
いち

例
れい

として、車
くるま

椅
い

子
す

利
り

用
よう

者
しゃ

のために段
だん

差
さ

に板
いた

を渡
わた

すなどの物理的
ぶつりてき

環 境
かんきょう

への配慮
はいりょ

や、筆談
ひつだん

や読
よ

み上
あ

げなどの意
い

思
し

疎
そ

通
つう

の配
はい

慮
りょ

などが示
しめ

されており

ます。 

 ３ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の下
げ

段
だん

からは、（３）の 行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

等
とう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が講
こう

ずべき措置
そ ち

に関
かん

す

る基本的
きほんてき

な事項
じこう

となります。 

 まず、対応
たいおう

要 領
ようりょう

ですが、これは各 行
かくぎょう

政
せい

機関
きかん

が職 員
しょくいん

が遵 守
じゅんしゅ

すべき服務
ふくむ

規律
きりつ

の一環
いっかん

として策定
さくてい

することとされております。なお、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

における

対応
たいおう

要 領
ようりょう

の策定
さくてい

は努
ど

力
りょく

義
ぎ

務
む

となっておりますが、札幌市
さっぽろし

といたしましては、

全
すべ

ての部
ぶ

局
きょく

において必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

が適正
てきせい

に 行
おこな

えるよう、対応
たいおう

要 領
ようりょう

を策定
さくてい

す

る方向
ほうこう

で 考
かんが

えております。 

 次
つぎ

に、対応
たいおう

指針
ししん

ですが、こちらは、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の適切
てきせつ

な対応
たいおう

、判断
はんだん

に資
し

する

ものとして、国
くに

の主務
しゅむ

大臣
だいじん

が策定
さくてい

することになっております。対応
たいおう

要 領
ようりょう

、対応
たいおう

指針
ししん

の記載
きさい

事項
じこう

の例
れい

として、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取
と

り 扱
あつか

い及
およ

び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の基本的
きほんてき

な

考
かんが

え方
かた

や具体例
ぐたいれい

、相談
そうだん

体制
たいせい

や 研 修
けんしゅう

などが示
しめ

されております。 

 おめくりいただきまして、４ページ
ぺ ー じ

ですが、一番上
いちばんうえ

の主務
しゅむ

大臣
だいじん

による 行 政
ぎょうせい

措置
そ ち

ですが、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

する報告
ほうこく

聴 取
ちょうしゅ

や助言
じょげん

、指導
しどう

、勧告
かんこく

などの権限
けんげん

は国
くに

に属
ぞく

することになります。基本
きほん

方針
ほうしん

においては、 行 政
ぎょうせい

措置
そ ち

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

する

ため、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

からの 照 会
しょうかい

、相談
そうだん

に丁寧
ていねい

に対応
たいおう

することなどが定
さだ

められてお

ります。 
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 次
つぎ

に、（４）のその他
ほか

の事
じ

項
こう

になります。 

 まず、環 境
かんきょう

の整備
せいび

ですが、施設
しせつ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

や情 報
じょうほう

アクセシビリティー
あ く せ し び り て ぃ ー

の向 上
こうじょう

などについては、法律
ほうりつ

で規定
きてい

する合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

には含
ふく

まれませんが、事前的
じぜんてき

改善
かいぜん

措置
そ ち

として実施
じっし

に努
つと

めることが規定
きてい

されております。また、環 境
かんきょう

整備
せいび

は、

ハ
は

ー
ー

ド
ど

面
めん

のみならず、研
けん

修
しゅう

などのソ
そ

フ
ふ

ト
と

面
めん

も含
ふく

まれることとされております。 

 その下
した

の相談
そうだん

体制
たいせい

ですが、既存
きそん

の機関
きかん

の活用
かつよう

、充 実
じゅうじつ

を図
はか

ることとされてお

ります。札幌市
さっぽろし

につきましては、どこに窓口
まどくち

を設
もう

けるかは現時点
げんじてん

では未定
みてい

であ

り、今後
こんご

の検討
けんとう

課題
かだい

と 考
かんが

えております。 

 啓発
けいはつ

活動
かつどう

につきましては、環 境
かんきょう

整備
せいび

にも含
ふく

まれている研
けん

修
しゅう

や地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

へ

の啓
けい

発
はつ

に取
と

り組
く

むこととされております。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

につきましては、さまざまな機関
きかん

が地域
ちいき

の

実 情
じつじょう

に応
おう

じた差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

のための取
と

り組
く

みを主
しゅ

体
たい

的
てき

に 行
おこな

うネットワーク
ね っ と わ ー く

と

して組織
そしき

することができると規定
きてい

されており、法的
ほうてき

な義務
ぎ む

ではありませんが、

札幌市
さっぽろし

といたしましては設置
せっち

する方向
ほうこう

で 考
かんが

えております。 

 おめくりいただきまして、５ページ
ぺ ー じ

は、検討
けんとう

体制
たいせい

やスケジュール
す け じ ゅ ー る

でございま

す。 

 今
こん

回
かい

、国
くに

から示
しめ

された基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

を踏
ふ

まえ、今後
こんご

、対応
たいおう

要 領
ようりょう

の策定
さくてい

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

体制
たいせい

の整備
せいび

、地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

などの検討
けんとう

を 行
おこな

っていく予定
よてい

です。検討
けんとう

に当
あ

たりましては、保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

局
きょく

ばかりでなく、 庁
ちょう

内
ない

の関
かん

係
けい

部
ぶ

局
きょく

で構
こう

成
せい

す

る検討
けんとう

会議
かいぎ

を設置
せっち

して検討
けんとう

する予定
よてい

です。また、障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

推進審
すいしんしん

議会
ぎかい

な

どの附属
ふぞく

機関
きかん

からもご意
い

見
けん

をお聞
き

きしながら検
けん

討
とう

を進
すす

めていきたいと 考
かんが

えて

おります。 

 次
つぎ

に、スケジュール
す け じ ゅ ー る

です。 

 表
ひょう

の右側
みぎがわ

が国
くに

から示
しめ

されているス
す

ケ
け

ジ
じ

ュ
ゅ

ー
ー

ル
る

になっております。国
くに

のス
す

ケ
け

ジ
じ

ュ
ゅ

ー
ー

ル
る

としては、まず、来
らい

年
ねん

度
ど

の上
かみ

半
はん

期
き

、９月
がつ

までに国
くに

の各
かく

省
しょう

庁
ちょう

におい
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て対応
たいおう

要 領
ようりょう

を策定
さくてい

し、下半期
しもはんき

には地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

の作成
さくせい

に係
かか

る支援
しえん

や国民
こくみん

への法律
ほうりつ

等
とう

の周知
しゅうち

を 行
おこな

うことなどが示
しめ

されております。 

 ただ、これは現時点
げんじてん

でのスケジュール
す け じ ゅ ー る

でありまして、これまでも予定
よてい

がたび

たび大幅
おおはば

におくれていることから、このたび示
しめ

されたスケジュール
す け じ ゅ ー る

がおくれる

可能性
かのうせい

も想定
そうてい

しているところでございます。 

 左 側
ひだりがわ

が札幌市
さっぽろし

のスケジュール
す け じ ゅ ー る

でございますが、現時点
げんじてん

での 目 標
もくひょう

としまして

は、年内
ねんない

を 目 標
もくひょう

に対応
たいおう

要 領
ようりょう

の策定
さくてい

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

体制
たいせい

、地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

などにつ

いて整理
せいり

していきたいと 考
かんが

えておりますが、予算
よさん

に関係
かんけい

するものにつきまし

ては、１０月
がつ

ごろまでに整理
せいり

する必要
ひつよう

があるものと 考
かんが

えております。また、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

等
とう

の事例
じれい

収 集
しゅうしゅう

ですが、資料
しりょう

のスケジュール
す け じ ゅ ー る

では、４月
がつ

から９月
がつ

に 行
おこな

う

旨
むね

を記載
きさい

しておりますが、こちらにつきましては、国
くに

のほうで３月
がつ

中
ちゅう

に各
かく

自
じ

治
ち

体
たい

に対
たい

し事
じ

例
れい

の 照
しょう

会
かい

を 行
おこな

い、取
と

りまとめたものを夏
なつ

から秋
あき

ごろに事
じ

例
れい

集
しゅう

と

して各
かく

自
じ

治
ち

体
たい

に 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

するとの 話
はなし

を聞
き

いてきております。 

 さらに、年
とし

明
あ

けには、市
し

民
みん

周
しゅう

知
ち

や 職
しょく

員
いん

研
けん

修
しゅう

などを 行
おこな

い、平
へい

成
せい

２８年
ねん

度
ど

の法
ほう

施
し

行
こう

に向
む

けた 準
じゅん

備
び

を 行
おこな

っていきたいと 考
かんが

えております。現時点
げんじてん

では、

まだ大
おお

まかなス
す

ケ
け

ジ
じ

ュ
ゅ

ー
ー

ル
る

しかお示
しめ

しできませんが、今
こん

後
ご

、ある程
てい

度
ど

お示
しめ

しで

きる内
ない

容
よう

が固
かた

まってきた段
だん

階
かい

で本
ほん

審
しん

議
ぎ

会
かい

のご意
い

見
けん

をお聞
き

きしていきたいと 考
かんが

えておりますので、よろしくお願
ねが

いいたします。 

 私
わたくし

からの説明
せつめい

は、以上
いじょう

でございます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ご説明
せつめい

をありがとうございました。 

 それではまず、これに対
たい

してご質問
しつもん

はありますでしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

 それでは、ご意
い

見
けん

やご感
かん

想
そう

などをお願
ねが

いいたします。 

○加
か

藤
とう

委
い

員
いん

 ４ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

してくださ

いということになっておりますね。既存
きそん

のものと 合 流
ごうりゅう

させることもあるので
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すけれども、札幌市
さっぽろし

としては独立
どくりつ

したものを 考
かんが

えているのでしょうか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 今
いま

のところは、設置
せっち

する予定
よてい

でござ

いまして、既存
きそん

のものをこちらに当
あ

てるということはしないことを 考
かんが

えており

ます。 

○加
か

藤
とう

委
い

員
いん

 法
ほう

律
りつ

として成
せい

立
りつ

していくときに、弁
べん

護
ご

士
し

や法律
ほうりつ

の専門
せんもん

の方々
かたがた

と

そういうネットワーク
ね っ と わ ー く

を組
く

んでいくなどは 考
かんが

えられておりますか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 現時点
げんじてん

では、法律
ほうりつ

の専門家
せんもんか

との特別
とくべつ

な連携
れんけい

は 考
かんが

えておりませんが、こういった 障
しょう

がいのある方
かた

の人権
じんけん

擁護
ようご

など

に関係
かんけい

する機関
きかん

が集
あつ

まるようなネットワーク
ね っ と わ ー く

を 考
かんが

えておりますので、その中
なか

で

司法
しほう

の関係者
かんけいしゃ

もメンバー
め ん ば ー

とすることは 考
かんが

えられます。 

○加
か

藤
とう

委
い

員
いん

 ぜひお願
ねが

いいたします。 

 こういった差別
さべつ

の 話
はなし

になってくると、虐 待
ぎゃくたい

も含
ふく

めて、弁
べん

護
ご

士
し

たちが 障
しょう

が

いの特
とく

性
せい

を意
い

外
がい

とわかっていないというか、わかっている弁
べん

護
ご

士
し

の数
かず

が非
ひ

常
じょう

に少
すく

ないのです。ただ、弁
べん

護
ご

士
し

たちとしても勉
べん

強
きょう

したいのでそういった 情
じょう

報
ほう

が欲
ほ

しいというようなことをお聞
き

きするので、我
われ

々
われ

みたいな事
じ

業
ぎょう

所
しょ

も含
ふく

めて、

そういった機関
きかん

が連携
れんけい

することで支
ささ

えてくださる方々
かたがた

など、法的
ほうてき

に教
おし

えてく

ださる方
かた

々
がた

と一
いっ

緒
しょ

にやっていけるのは非
ひ

常
じょう

に 心
こころ

強
づよ

いと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ぜひ参考
さんこう

にさせていただきたいと思
おも

い

ます。 

 ありがとうございました。 

○藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

 ほかにご質
しつ

問
もん

やご意
い

見
けん

はございませんでしょうか。 

 別
べっ

添
てん

資
し

料
りょう

は、皆
みな

さんにじっくりお読
よ

みいただくということでよろしいです

か。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） はい。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 それでは、よろしいでしょうか。 



- 16 - 

 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 このスケジュール
す け じ ゅ ー る

は変更
へんこう

することがあるかもしれませんけれど

も、要
よう

所
しょ

要
よう

所
しょ

でご説
せつ

明
めい

を 伺
うかが

う機
き

会
かい

があると思
おも

います。ですから、これで終
お

わ

りということではもちろんありませんし、 私
わたくし

たちもこのことについては常
つね

に

ア
あ

ン
ん

テ
て

ナ
な

を張
は

ることが必
ひつ

要
よう

かと思
おも

われますが、きょうはこれで終
お

わりにしたい

と思
おも

います。 

 それでは、次
つぎ

に（３）平成
へいせい

２７年
ねん

度
ど

予
よ

算
さん

における主
しゅ

要
よう

事
じ

業
ぎょう

などについてで

す。 

 来年度
らいねんど

予算
よさん

につきまして、 障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

に深
ふか

くかかわる主
しゅ

要
よう

事
じ

業
ぎょう

につい

て、事
じ

務
む

局
きょく

から 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

をしていただきたいと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 私
わたくし

からご説
せつ

明
めい

させていただきます。 

 平
へい

成
せい

２７年度
ねんど

予算
よさん

につきましては、４月
がつ

１２日
にち

の市
し

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

・市
し

長
ちょう

選
せん

挙
きょ

を

控
ひか

えておりまして、例
れい

年
ねん

に実
じっ

施
し

している経
けい

常
じょう

的
てき

な事
じ

務
む

事
じ

業
ぎょう

などに係
かか

る経費
けいひ

を

中 心
ちゅうしん

に 計 上
けいじょう

しており、次
つぎ

の市長
しちょう

が判断
はんだん

できる余地
よ ち

をできるだけ残
のこ

すため、

骨格
こっかく

予算
よさん

として編成
へんせい

しております。肉
にく

づけ予
よ

算
さん

につきましては、次
つぎ

の市
し

長
ちょう

の

政
せい

策
さく

等
とう

により判
はん

断
だん

することになりますので、本日
ほんじつ

は骨格
こっかく

予算
よさん

のうち、特
とく

に主要
しゅよう

な事業
じぎょう

につきまして 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

いたします。 

 それでは、資
し

料
りょう

３をごらんください。 

 まず、１ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

です。 

 １は、特別
とくべつ

児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

支給
しきゅう

事業費
じぎょうひ

でございます。 

 こちらは、来年度
らいねんど

から新
あら

たに札幌市
さっぽろし

で始
はじ

まる事
じ

業
ぎょう

となります。特別
とくべつ

児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

の 受 給
じゅきゅう

資格
しかく

認定
にんてい

などの事務
じ む

は、これまで都道府県
とどうふけん

が実施
じっし

しておりました

が、来年度
らいねんど

よりこの権限
けんげん

が指定
してい

都市
と し

にも移
い

譲
じょう

されることになり、本市
ほんし

が支給
しきゅう

事務
じ む

を 行
おこな

うものでございます。 

 ２は、子
こ

ども発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

運
うん

営
えい

費
ひ

でございます。 
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 こちらも来年度
らいねんど

から新
あら

たに始
はじ

まる事
じ

業
ぎょう

となります。児童
じどう

診 療
しんりょう

センター
せ ん た ー

など

が設置
せっち

されている豊平区
とよひらく

平岸
ひらぎし

の複合
ふくごう

施設
しせつ

に関
かん

する経費
けいひ

であり、平成
へいせい

２７年度
ねんど

か

らは子
こ

ども発達
はったつ

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

として運営
うんえい

するものです。予算
よさん

の内容
ないよう

とし

ましては、障
しょう

がいのある子
こ

どもへの専門的
せんもんてき

な医療
いりょう

を提 供
ていきょう

する子
こ

ども心身
しんしん

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

、新
あら

たに設置
せっち

される児童
じどう

心理
しんり

治療
ちりょう

センター
せ ん た ー

及
およ

び自閉症児
じへいしょうじ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

、

さらには、既存
きそん

のかしわ学園
がくえん

など、児童
じどう

関連
かんれん

施設
しせつ

の運営費
うんえいひ

となっております。

また、平成
へいせい

２８年
ねん

度
ど

からは、発
はっ

達
たつ

医
い

療
りょう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

機
き

能
のう

を２カ所
かしょ

体制
たいせい

とするため、

中央区
ちゅうおうく

の児童
じどう

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

の 改 修
かいしゅう

工事
こうじ

を 行
おこな

うものであります。 

 ３は、福祉
ふくし

乗 車 証
じょうしゃしょう

、助成用
じょせいよう

カード
か ー ど

ＩＣ
あいしー

移行
いこう

事業費
じぎょうひ

です。 

 こちらも来
らい

年
ねん

度
ど

から新
あら

たに始
はじ

まる事
じ

業
ぎょう

となります。主
おも

な交通
こうつう

機関
きかん

で

ＳＡＰＩＣＡ
さ ぴ か

の使
し

用
よう

が進
すす

んだことに加
くわ

えまして、ＩＣ
あいしー

カード
か ー ど

乗 車 券
じょうしゃけん

は、利便性
りべんせい

が非常
ひじょう

に高
たか

いことから、高齢者
こうれいしゃ

の制度
せいど

とあわせまして、障
しょう

がい者
しゃ

交通費
こうつうひ

助成
じょせい

制度
せいど

のＩＣ
あいしー

カード
か ー ど

へ移行
いこう

することといたしまして、これに必要
ひつよう

な交通事
こうつうじ

業 者
ぎょうしゃ

を初
はじ

めとする機
き

器
き

の開
かい

発
はつ

及
およ

び改
かい

修
しゅう

を 行
おこな

う費用
ひよう

です。 

 ４は、介護
かいご

給付費
きゅうふひ

及
およ

び訓練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

です。 

 これは、 障
しょう

がいのある方
かた

が自立
じりつ

した地域
ちいき

生活
せいかつ

を 営
いとな

むことができるよう、

障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づいて 提 供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

に係
かか

る給付費
きゅうふひ

です。 

 ５は、 障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

です。 

 札幌
さっぽろ

市内
しない

の相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

は、昨年
さくねん

１０月
がつ

に１カ
か

所
しょ

が新
しん

設
せつ

され、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

なども含
ふく

め、現
げん

在
ざい

、２０カ
か

所
しょ

体
たい

制
せい

となっており、その運
うん

営
えい

に係
かか

る

経費
けいひ

です。 

 私
わたくし

からの説明
せつめい

は、以上
いじょう

でございます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのご説
せつ

明
めい

に関
かん

して、質
しつ

問
もん

がありましたら、お願
ねが

いいたし

ます。 
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（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 それでは、ご意
い

見
けん

などをお願
ねが

いいたします。 

○千
ち

貝
がい

委
い

員
いん

 新
あたら

しい市
し

長
ちょう

が決
き

まったら、これが変
へん

更
こう

になる可
か

能
のう

性
せい

があると

いうことですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 骨格
こっかく

予算
よさん

については変
か

わりませんで、

予
よ

算
さん

として成
せい

立
りつ

したものでございますので、 新
あたら

しい市
し

長
ちょう

のもとで新
あら

たなも

のが追
つい

加
か

になるということになります。 

○千
ち

貝
がい

委
い

員
いん

 ありがとうございます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 これは骨格
こっかく

予算
よさん

のものなのでブロック
ぶ ろ っ く

されていて、新
あたら

しい市長
しちょう

によっては、プラス
ぷ ら す

されるようなことが起
お

こり得
え

るということですね。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 骨格
こっかく

予算
よさん

ということで、こちらは既
すで

に

議会
ぎかい

の 承 認
しょうにん

をいただいて成立
せいりつ

したものでございます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ほかにいかがでしょうか。 

○髙
たか

森
もり

委員
いいん

 障
しょう

がい福祉
ふくし

の関連
かんれん

予算
よさん

が６７８億
おく

円
えん

ですが、このうちの介
かい

護
ご

給
きゅう

付
ふ

費
ひ

と訓
くん

練
れん

等
とう

給
きゅう

付
ふ

費
ひ

を合
あ

わせますと、大
だい

体
たい

３７０億
おく

円
えん

ぐらいになりますね。

そうすると、 障
しょう

がい福祉
ふくし

関係
かんけい

予算
よさん

の６０ ％
ぱーせんと

ぐらいはこの二
ふた

つで占
し

められ

るという構
こう

造
ぞう

になっていると 考
かんが

えてよろしいですか。また、これは 従
じゅう

来
らい

もそ

うだったのでしょうか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） おおむねそのような傾向
けいこう

でございま

す。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 それでは、 私
わたくし

から質問
しつもん

させていただきます。 

 子
こ

ども発達
はったつ

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

は新規
しんき

となっておりますが、もともと静 療 院
せいりょういん

があり、そこにはある程度
ていど

の予算
よさん

づけがあったと思
おも

うのです。これは新
しん

規
き

とい

うことで、また別
べつ

な 考
かんが

え方
かた

というか、今
いま

までより運営費
うんえいひ

が多
おお

くついたという

ようなことはあるのでしょうか。 
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○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 従
じゅう

来
らい

の児
じ

童
どう

診
しん

療
りょう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の事
じ

業
ぎょう

ではなく、それも含
ふく

めましたいろいろな複
ふく

合
ごう

施
し

設
せつ

としての子
こ

ども発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

という新
あら

たな事
じ

業
ぎょう

ということで新規
しんき

の記載
きさい

になっております。こち

らにつきましては、次
つぎ

の議題
ぎだい

（４）でご説明
せつめい

させていただきます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ないようでしたら、この議題
ぎだい

を閉
と

じたいと思
おも

いますが、よろし

いでしょうか。 

（「異
い

議
ぎ

なし」と発
はつ

言
げん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 引
ひ

き続
つづ

き、次
つぎ

の議
ぎ

題
だい

に入
はい

ります。 

 （４）子
こ

ども発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の開
かい

設
せつ

についてです。 

 この件
けん

につきましては、昨年
さくねん

１１月
がつ

の審
しん

議
ぎ

会
かい

において札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の児
じ

童
どう

精
せい

神
しん

医
い

療
りょう

のあり方
かた

の答申
とうしん

への対応
たいおう

について報告
ほうこく

があったところです。本日
ほんじつ

は、

センター
せ ん た ー

の開設
かいせつ

についての報告
ほうこく

について、事
じ

務
む

局
きょく

から説
せつ

明
めい

をお願
ねが

いいたしま

す。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平
ひら

井
い

企
き

画
かく

調
ちょう

整
せい

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

） 私
わたくし

からご説
せつ

明
めい

申
もう

し上
あ

げます。 

 資
し

料
りょう

４でございます。 

 ことし４月
がつ

１日
たち

に子
こ

ども発達
はったつ

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

、愛 称
あいしょう

ちくたくを開設
かいせつ

いた

します。 

 この施設
し せ つ

は、医療
いりょう

機能
き の う

と福祉
ふ く し

機能
き の う

をあわせ持
も

つ複合
ふくごう

施設
しせつ

で、発達
はったつ

のおくれや

障
しょう

がいのある子
こ

ども、 心
こころ

の悩
なや

みを抱
かか

える子
こ

どもなどに対
たい

しまして、 体
からだ

の発
はっ

達
たつ

と 心
こころ

の 成 長
せいちょう

の 両 面
りょうめん

からより適切
てきせつ

で質
しつ

の高
たか

い医療
いりょう

・福祉
ふくし

支援
しえん

を総合的
そうごうてき

に

提 供
ていきょう

することを目的
もくてき

としたものでございます。 
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 児童
じどう

精神科
せいしんか

と肢体
したい

不自由児
ふ じ ゆ う じ

への診 療
しんりょう

機能
きのう

をあわせ持
も

つ子
こ

ども心
しん

身
しん

医
い

療
りょう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

を新設
しんせつ

するほか、福祉
ふくし

機能
きのう

といたしまして新設
しんせつ

する児童
じどう

心理
しんり

治療
ちりょう

センター
せ ん た ー

ここらぽ、自
じ

閉
へい

症
しょう

児
じ

支
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

さぽこを含
ふく

む四
よっ

つの児童
じどう

福祉
ふくし

施設
しせつ

を複合化
ふくごうか

い

たします。また、この施設
しせつ

が 中 心
ちゅうしん

になりまして、民間
みんかん

の関連
かんれん

施設
しせつ

や保
ほ

育
いく

所
しょ

、

学校
がっこう

などの関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

することで、地域
ちいき

で生活
せいかつ

する 障
しょう

がいのある子
こ

ども

に対
たい

する相談
そうだん

支援
しえん

を強化
きょうか

するほか、各機関
かくきかん

におけます支援
しえん

状 況
じょうきょう

を 共 有
きょうゆう

する

など、札幌市
さっぽろし

全体
ぜんたい

で子
こ

どもたちを支
ささ

える体
たい

制
せい

をつくっていきます。 

 まず、１の組
そ

織
しき

と 庁
ちょう

舎
しゃ

名
めい

称
しょう

です。 

 名 称
めいしょう

は、子
こ

ども発達
はったつ

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

です。 愛 称
あいしょう

は、ちくたくです。 

 次
つぎ

に、２の開設
かいせつ

日
び

・所在地
しょざいち

です。 

 開設
かいせつ

日
び

は、４月
がつ

１日
たち

です。所
しょ

在
ざい

地
ち

は、現在
げんざい

、児童
じどう

診 療
しんりょう

センター
せ ん た ー

があります

住 所
じゅうしょ

と同
おな

じでございまして、豊
とよ

平
ひら

区
く

平
ひら

岸
ぎし

４ 条
じょう

１８ 丁
ちょう

目
め

です。 

 次
つぎ

に、３の施設
しせつ

の概要
がいよう

です。 

 児童
じどう

診 療
しんりょう

センター
せ ん た ー

の児童
じどう

精神科
せいしんか

の 診 療
しんりょう

機能
きのう

と、 現在
げんざい

、児童
じどう

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

内
ない

にあります発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

の肢体
したい

不自由児
ふ じ ゆ う じ

への診 療
しんりょう

機能
きのう

をあわ

せ持
も

つ新
あら

たな医
い

療
りょう

機
き

関
かん

、子
こ

ども心身
しんしん

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

を 中 核
ちゅうかく

といたしまして、

さらに、福祉
ふくし

機能
きのう

といたしまして、先
さき

ほどお話
はな

しいたしましたとおり、児
じ

童
どう

心
しん

理
り

治
ち

療
りょう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

ここらぽと自閉症児
じへいしょうじ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

さぽこを含
ふく

みます四
よっ

つの児童
じどう

福祉
ふくし

施設
しせつ

を複合化
ふくごうか

いたしますほか、各施設
かくしせつ

の地域
ちいき

支援
しえん

機能
きのう

を 集 約
しゅうやく

した地域
ちいき

支援室
しえんしつ

を設
もう

けます。 

 ２ページ
ぺ ー じ

でございます。 

 次
つぎ

に、４の目的
もくてき

です。 

 各施設
かくしせつ

を集 約
しゅうやく

することによりまして、発達
はったつ

のおくれや 障
しょう

がいのある子
こ

ども、

心
こころ

の悩
なや

みを抱
かか

える子
こ

どもたちに対
たい

しまして、子
こ

どもの体
たい

の発達
はったつ

と 心
こころ

の 成 長
せいちょう

の 両 面
りょうめん

からアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

して、より適切
てきせつ

かつ質
しつ

の高
たか

い医
い

療
りょう

福
ふく

祉
し

支
し

援
えん

を総
そう

合
ごう

的
てき
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に提
てい

供
きょう

するものです。 

 次
つぎ

に、５の施設
しせつ

の概要
がいよう

です。 

 （１）の子
こ

ども心身
しんしん

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

です。 

 児童
じどう

精神科
せいしんか

、小
しょう

児
に

科
か

、整形
せいけい

外科
げ か

等
とう

の機能
きのう

をあわせ持
も

つ診 療 所
しんりょうじょ

です。診 療
しんりょう

開始
かいし

日
び

は、４月
がつ

２日
か

です。主
おも

な利用者
りようしゃ

につきましては、医療的
いりょうてき

ケア
け あ

が必要
ひつよう

な以下
い か

の子
こ

どもとしておりまして、新進
しんしん

の発達
はったつ

のおくれ、 障
しょう

がいが 疑
うたが

われる子
こ

ど

も、 心
こころ

に悩
なや

みを抱
かか

える子
こ

どもです。 

 （２）児
じ

童
どう

心
しん

理
り

治
ち

療
りょう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

ここらぽです。 

 こちらは、心
こころ

のケア
け あ

が必要
ひつよう

な子
こ

どもが入 所
にゅうしょ

または通所
つうしょ

により心理的
しんりてき

治療
ちりょう

を

行
おこな

う施設
しせつ

です。開設
かいせつ

日
び

は、４月
がつ

１日
たち

です。主
おも

な利用者
りようしゃ

は、原則
げんそく

、１８歳
さい

未満
みまん

の心理的
しんりてき

ケア
け あ

が必要
ひつよう

と児童
じどう

相談所
そうだんじょ

が判断
はんだん

した子
こ

どもです。 

 （３）自閉症児
じへいしょうじ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

さぽこです。 

 主
おも

に、自閉症
じへいしょう

のある子
こ

どもが 入 所
にゅうしょ

により生活
せいかつ

支援
しえん

等
とう

を受
う

ける施設
しせつ

でござい

まして、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

もございます。開設
かいせつ

日
び

は、４月
がつ

１日
たち

です。主
おも

な利
り

用
よう

者
しゃ

は、

原
げん

則
そく

、１８歳
さい

未
み

満
まん

の主
おも

に自
じ

閉
へい

症
しょう

のお子
こ

さんです。 

 ３ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

でございます。 

 （４）地域
ちいき

支援
しえん

機能
きのう

です。 

 複合
ふくごう

庁 舎
ちょうしゃ

を構成
こうせい

いたします各施設
かくしせつ

の地域
ちいき

支援
しえん

機能
きのう

を集 約
しゅうやく

いたします。幅広
はばひろ

い視
し

点
てん

での相
そう

談
だん

支
し

援
えん

業
ぎょう

務
む

を 行
おこな

いまして、医療
いりょう

、保健
ほけん

、教 育
きょういく

、福祉
ふくし

等
とう

との相互
そうご

連携
れんけい

の窓口
まどぐち

といたしまして、関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

による市
し

全体
ぜんたい

の機能
きのう

向 上
こうじょう

を図
はか

ることとしております。開
かい

設
せつ

日
び

は、４月
がつ

１日
たち

です。 

 次
つぎ

に、６の施設
しせつ

の利用者
りようしゃ

送迎
そうげい

バス
ば す

の運行
うんこう

です。 

 肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

のあるお子
こ

さんの通院
つういん

の利便性
りべんせい

等
とう

を考慮
こうりょ

いたしまして、地
ち

下
か

鉄
てつ

南
なん

北
ぼく

線
せん

南
みなみ

平
ひら

岸
ぎし

駅
えき

からちくたくまで送
そう

迎
げい

バ
ば

ス
す

を運
うん

行
こう

いたします。バス
ば す

は、乗 降
じょうこう

のしやすい低 床 型
ていしょうがた

小型
こがた

バス
ば す

を採用
さいよう

いたします。近接
きんせつ

する札幌
さっぽろ

平岸
ひらぎし

高等学校
こうとうがっこう
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の生徒
せいと

のデザイン
で ざ い ん

によるラッピング
ら っ ぴ ん ぐ

を 行
おこな

いまして、利
り

用
よう

するお子
こ

さんが楽
たの

し

く通
かよ

えるように配慮
はいりょ

しております。 

 カラー
か ら ー

ではなく、申
もう

しわけありませんが、ちくたくという名前
なまえ

が帯
おび

に入
はい

った

デザイン
で ざ い ん

です。ベース
べ ー す

は青色
あおいろ

で、約
やく

１００点
てん

の応募
おうぼ

作品
さくひん

の中
なか

から選定
せんてい

させて

いただきました。 

 次
つぎ

に、７のオープニングセレモニー
お ー ぷ に ん ぐ せ れ も に ー

です。 

 ４月
がつ

４日
か

土
ど

曜
よう

日
び

１０時
じ

から、場
ば

所
しょ

は現
げん

地
ち

の子
こ

ども発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

３階
かい

講
こう

堂
どう

でいす。参
さん

加
か

予
よ

定
てい

者
しゃ

は、市
し

長
ちょう

を初
はじ

め、開
かい

設
せつ

までご 協
きょう

力
りょく

いただきまし

た関係者
かんけいしゃ

、関係
かんけい

団体
だんたい

代 表 者
だいひょうしゃ

、地域
ちいき

住 民
じゅうみん

などを予定
よてい

しております。 

 ４ページ
ぺ ー じ

でございます。 

 最後
さいご

に、ちくたくの組織
そしき

・構成
こうせい

施設
しせつ

イメージ図
い め ー じ ず

です。 

 複合
ふくごう

庁 舎
ちょうしゃ

といたしましては子
こ

ども発達
はったつ

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

、 愛 称
あいしょう

ちくたく

がございます。それにぶら下
さ

がるものとして、子
こ

ども心身
しんしん

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

、児童
じどう

心理
しんり

治療
ちりょう

センター
せ ん た ー

、自閉症児
じへいしょうじ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

、かしわ学園
がくえん

、ひまわり整
せい

肢
し

園
えん

です。

ここまでが平岸
ひらぎし

の複合
ふくごう

施設
しせつ

に入
はい

る施設
しせつ

でございます。それから、下
した

にあるみか

ほ整
せい

肢
し

園
えん

、はるにれ学園
がくえん

は、現 状
げんじょう

の場所
ばしょ

のそばに入
はい

っております。また、発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

も現地
げんち

にありますけれども、来年度
らいねんど

は 改 修
かいしゅう

工事
こうじ

のために 休 診
きゅうしん

い

たしまして、２８年度
ねんど

から再開
さいかい

する予定
よてい

でございます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございました。 

 これは 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

となりますが、皆様
みなさま

からのご質
しつ

問
もん

やご意
い

見
けん

をいただきた

いと思
おも

います。 

○廣田
ひろた

委員
いいん

 確認
かくにん

です。 

 医療
いりょう

センター
せ ん た ー

は、ベッド
べ っ ど

はないのですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平
ひら

井
い

企
き

画
かく

調
ちょう

整
せい

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

） 入
にゅう

院
いん

施
し

設
せつ

は持
も

っておりません。 

○廣田
ひろた

委員
いいん

 それと、地域
ちいき

支援室
しえんしつ

の機能
きのう

がいろいろと書
か

かれているのですけれ
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ども、どういったス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

の方
かた

を予
よ

定
てい

されておりますか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平井
ひらい

企画
きかく

調 整
ちょうせい

担当
たんとう

課長
かちょう

） 心理士
し ん り し

や医療
いりょう

関係
かんけい

の資格
しかく

をお持
も

ちに

なった幅
はば

広
ひろ

い 職 種
しょくしゅ

の方
かた

を集
あつ

めまして、いろいろな関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

して支援
しえん

す

ることになります。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ほかにいかがでしょうか。 

○林
はや

下
した

委員
いいん

 子
こ

ども発達
はったつ

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

は、医療
いりょう

機能
きのう

と福祉
ふくし

機能
きのう

をあわせ持
も

つということですね。子
こ

ども心
しん

身
しん

医
い

療
りょう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

は、児
じ

童
どう

精
せい

神
しん

科
か

、小
しょう

児
に

科
か

、整
せい

形
けい

外
げ

科
か

と３科
か

目
もく

あるようですけれども、ここにお勤
つと

めになるドクター
ど く た ー

や何人
なんにん

ぐ

らいの通院
つういん

を想定
そうてい

していらっしゃるのでしょうか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平
ひら

井
い

企
き

画
かく

調
ちょう

整
せい

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

） 診
しん

療
りょう

科
か

につきましては、児
じ

童
どう

精
せい

神
しん

科
か

、小
しょう

児
に

科
か

、整
せい

形
けい

外
げ

科
か

等
とう

と書
か

いてありますけれども、そのほか眼科
がんか

と耳鼻
じ び

咽喉科
いんこうか

もございます。 

 また、何人
なんにん

の患者
かんじゃ

を想定
そうてい

しているかということでございます。 

 児童
じどう

福祉
ふくし

センター
せ ん た ー

内
ない

の発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

が 休 診
きゅうしん

いたしますので、基本的
きほんてき

に

は、今
いま

ある児童
じどう

診 療
しんりょう

センター
せ ん た ー

と児童
じどう

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

にあります発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

に通
かよ

われているお子
こ

さん全
ぜん

員
いん

とは申
もう

しませんけれども、平
へい

成
せい

２７年度
ねんど

はこちらに通院
つういん

されると思
おも

っております。具体的
ぐたいてき

な人数
にんずう

はつかんでおりません

が、そういうイメージ
い め ー じ

でございます。 

○林
はや

下
した

委員
いいん

 現在
げんざい

利用
りよう

されている方
かた

がいらっしゃるということですが、新
しん

患
かん

な

ど、新
あら

たに入
はい

る人
ひと

がそんないるとは思
おも

われないのです。１日
にち

１人
り

から２人
り

ぐら

いでしょうか。予
よ

約
やく

制
せい

みたいになって診
しん

療
りょう

するということですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平井
ひらい

企画
きかく

調 整
ちょうせい

担当
たんとう

課長
かちょう

） もちろん、予約制
よやくせい

でございますが、医者
いしゃ

の体制
たいせい

といたしましては、 現 状
げんじょう

の体制
たいせい

を維持
い じ

することを 考
かんが

えております。

そういうことから、一
いち

、二名
にめい

ではなく、もう少
すこ

し多
おお

くの患
かん

者
じゃ

が診
み

られるのでは

ないかと思
おも

っております。 
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○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 今
いま

、専任
せんにん

の精神科医
せいしんかい

や小児科医
しょうにかい

が何人
なんにん

という段階
だんかい

ではないの

ですね。非常勤
ひじょうきん

ではなく、専任
せんにん

で何人
なんにん

の 小
しょう

児
に

科
か

医
い

が既
すで

にいるかということは

オ
お

ー
ー

プ
ぷ

ン
ん

にされていないのですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平
ひら

井
い

企
き

画
かく

調
ちょう

整
せい

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

） 児童
じどう

精神科
せいしんか

の先生
せんせい

につきましては、

今
いま

、子
こ

ども児童
じどう

診 療
しんりょう

センター
せ ん た ー

がありまして、 常
じょう

勤
きん

医
い

３名
めい

で診
み

ております。

また、別
べつ

に非
ひ

常
じょう

勤
きん

の先
せん

生
せい

が４人
にん

いらっしゃいます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ほかにいかがでしょうか。 

○加藤
かとう

委員
いいん

 複合的
ふくごうてき

な施設
しせつ

ができるということで、札幌市
さっぽろし

として 新
あたら

しい取
と

り組
く

みをしていくことに非
ひ

常
じょう

に期
き

待
たい

いたします。しかし、今
いま

ここで出
だ

されている

ということは、所管
しょかん

は 障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

でされていくということですね。ただ、病 院
びょういん

もあるので、病 院 局
びょういんきょく

となりますね。また、子
こ

ども未
み

来
らい

局
きょく

の所
しょ

管
かん

もあるとい

うことですね。 

 このように、組
そ

織
しき

上
じょう

、一体的
いったいてき

に運営
うんえい

していくに当
あ

たって、市
し

として組
そ

織
しき

体
たい

系
けい

を変
へん

更
こう

することはあるのでしょうか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平井
ひらい

企画
きかく

調 整
ちょうせい

担当
たんとう

課長
かちょう

） 児童
じどう

医療
いりょう

につきましては、福祉
ふくし

も含
ふく

めまして、今
いま

まで子
こ

ども未
み

来
らい

局
きょく

と分
わ

かれていた部
ぶ

分
ぶん

がありましたけれども、子
こ

ども未
み

来
らい

局
きょく

が所
しょ

管
かん

しておりますかしわ学園
がくえん

やひまわり整
せい

肢
し

園
えん

、みかほ整
せい

肢
し

園
えん

、

はるにれ学園
がくえん

、発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

につきましては、新年度
しんねんど

から保健
ほけん

福祉局
ふくしきょく

に移管
いかん

になります。 

○加藤
かとう

委員
いいん

 そういった 形
かたち

になるということで安心
あんしん

いたしました。連携
れんけい

をと

ることは簡単
かんたん

なようで、それぞれが縦
たて

の組織
そしき

で動
うご

いていくとき、横
よこ

の連
れん

携
けい

が相当
そうとう

意識
いしき

しないとやっていけないし、一
ひと

つの屋根
や ね

の下
した

で縦割
たてわ

りだと意味
い み

がないなと

思
おも

っておりました。 

 もう一
ひと

つお聞
き

きしたかったのは、相
そう

談
だん

機
き

能
のう

を持
も

つと書
か

かれていますけれども、

内部
ないぶ

の総合的
そうごうてき

な連携
れんけい

の役割
やくわり

も果
は

たすのでしょうか。これを読
よ

む限
かぎ

り、地域
ちいき

支援
しえん
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をしていく場所
ばしょ

とも読
よ

めるのですけれども、その辺
へん

のイ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

はありますか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平田
ひらた

企画
きかく

調 整
ちょうせい

担当
たんとう

課長
かちょう

） お 話
はなし

のとおり、内部
ないぶ

はもちろん、通院
つういん

していない地域
ちいき

の方
かた

からの相談
そうだん

も受
う

けます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ほかにいかがでしょうか。 

 今
いま

までバス
ば す

はなかったのでしょうか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平
ひら

井
い

企
き

画
かく

調
ちょう

整
せい

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

） ありませんでした。 

 たしか、ひまわり整
せい

肢
し

園
えん

とかしわ学園
がくえん

にはありましたけれども、児童
じどう

診 療
しんりょう

センター
せ ん た ー

にはありませんでした。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 今度
こんど

からはラッピング
ら っ ぴ ん ぐ

されたちくたくのバスが３０分
ぷん

に１本
ぽん

運
うん

行
こう

されて、市民
しみん

の人
ひと

もここのバス
ば す

なのだということを目
め

にして、存在
そんざい

をアピール
あ ぴ ー る

されるということですね。 

 これは、通院
つういん

だけの人
ひと

も使
つか

っていいのですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（平
ひら

井
い

企
き

画
かく

調
ちょう

整
せい

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

） ちくたくを使
つか

われる方
かた

は 乗 車
じょうしゃ

して

いただいて結構
けっこう

でございます。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 特
とく

にないようでしたら、この件
けん

については終
お

わりにしてよろし

いでしょうか。 

（「異議
い ぎ

なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございます。 

 用意
ようい

された議題
ぎだい

について、皆様
みなさま

のご 協 力
きょうりょく

のもと、審議
しんぎ

を終
お

えることができ

ました。ただ、 私
わたくし

がちょっと急
いそ

ぎ足
あし

でやってしまいましたので、もしかする

と質問
しつもん

漏
も

れやご意見
いけん

があるかもしれませんので、今
いま

から議題
ぎだい

（１）から（４）

まででご意
い

見
けん

がありましたら、お願
ねが

いいたします。 

○池田
いけだ

委員
いいん

 資料
しりょう

３の予算
よさん

についてです。 
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 就 労
しゅうろう

系
けい

サービス
さ ー び す

や 障
しょう

がい児通所
じつうしょ

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

等
とう

がふえたということで

予算
よさん

がふえているのですけれども、就
しゅう

労
ろう

系
けい

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

というのは、事
じ

業
ぎょう

として

は 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

なのでしょうか。そうすると、どれくらいの数
かず

が１年
ねん

間
かん

で事
じ

業
ぎょう

所
しょ

ができたのかをお教
おし

えいただければと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 確
たし

かに、就
しゅう

労
ろう

移
い

行
こう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の増
ぞう

でして、通
かよ

う方
かた

がふえたということです。今
いま

、正
せい

確
かく

な数
すう

字
じ

は持
も

ち合
あ

わせており

ませんので、後
ご

日
じつ

にお知
し

らせしたいと思
おも

います。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 この予算増
よさんぞう

とは、これからきっとふえるであろうということを予測
よそく

して、次
じ

年度
ねんど

に関
かん

しての予
よ

算
さん

を上
うわ

乗
の

せてしているのだと思
おも

いますけれども、別途
べっと

、

情 報
じょうほう

をやりとりしていただきたいと思
おも

います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○新
しん

堀
ぼり

委
い

員
いん

資
し

料
りょう

２の４ページ
ぺ ー じ

です。 

 先
さき

ほども質問
しつもん

がありましたけれども、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

に

ついてです。 

 こちらを設置
せっち

する方向
ほうこう

でというお 話
はなし

でしたが、時期的
じ き て き

なことは決
き

まってい

るのでしょうか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 法
ほう

施行
しこう

に沿
そ

って準備
じゅんび

したいと 考
かんが

えて

おります。 

○千
ち

貝
がい

委員
いいん

 資料
しりょう

１のパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の件
けん

についてです。 

 ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

や道
どう

新
しん

に載
の

せて、いろいろな方
かた

からご意
い

見
けん

を聞
き

きますというこ

とが正
ただ

しいやり方
かた

だとは思
おも

うのですけれども、障
しょう

がい者
しゃ

支援
しえん

をなさっている事
じ

業
ぎょう

所
しょ

や団
だん

体
たい

に意
い

見
けん

はありませんかということを 将
しょう

来
らい

なさるご予定があるの

でしょうか。４７件
けん

あるにしても、意見
いけん

を言
い

っている人
にん

が１０人
にん

だと、パ
ぱ

ブ
ぶ

リ
り

ッ
っ

ク
く

コ
こ

メ
め

ン
ん

ト
と

としては寂
さび

しいかなと思
おも

います。 

 もちろん、一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

に広
ひろ

く聞
き

くのが当然
とうぜん

でして、それは 十 分
じゅうぶん

になさってい
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ると思
おも

うのですけれども、ご意
い

見
けん

がありそうなところにお便
たよ

りなどで聞
き

かれる

ご予
よ

定
てい

があるのかをお聞
き

きいたします。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） もちろん、より関係
かんけい

の深
ふか

い当
とう

事
じ

者
しゃ

団
だん

体
たい

や事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の方
かた

々
がた

等
とう

にご意見
いけん

を 賜
たまわ

るのはごもっともです。それは、

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

というよりも、さまざまな団体
だんたい

の方
かた

との懇談会
こんだんかい

や策定
さくてい

委員会
いいんかい

、あるいは、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

などの席
せき

で報告
ほうこく

してご意
い

見
けん

をいただくよ

うな策
さく

定
てい

過
か

程
てい

でご意
い

見
けん

をいただいております。 

○千
ち

貝
がい

委員
いいん

 もう一
ひと

つよろしいですか。 

 資
し

料
りょう

２の５ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の想
そう

定
てい

ス
す

ケ
け

ジ
じ

ュ
ゅ

ー
ー

ル
る

の下
した

から２番
ばん

目
め

に、制度
せいど

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

の市民
しみん

周知
しゅうち

とありますね。今
いま

、相談
そうだん

窓口
まどぐち

は区
く

役所
やくしょ

にないのですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 市政
しせい

全般
ぜんぱん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

があります。ま

た、虐 待
ぎゃくたい

や 障
しょう

がいのある方
かた

への専用
せんよう

の窓口
まどぐち

は、市
し

の事
じ

業
ぎょう

にかかわらず、窓
まど

口
くち

が別
べつ

にあります。そういったものも踏
ふ

まえながら、どのような相談
そうだん

窓口
まどぐち

体制
たいせい

がよいのかをこれから検討
けんとう

してまいりたいと 考
かんが

えております。 

○千
ち

貝
がい

委員
いいん

 ありがとうございます。 

 できるだけわかりやすいところに窓
まど

口
くち

を設
せっ

置
ち

していただければという希
き

望
ぼう

で

す。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ごもっともだと思
おも

いますので、ご意
い

見
けん

を参
さん

考
こう

に進
すす

めていきたいと思
おも

います。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ないようでしたら、本日
ほんじつ

用意
ようい

された議題
ぎだい

については以上
いじょう

といた

します。 

 事
じ

務
む

局
きょく

から、別
べっ

件
けん

で何
なに

かありますか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 特
とく

にございません。 
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○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 それでは、委員
いいん

の皆様
みなさま

から、話題
わだい

提 供
ていきょう

やご意
い

見
けん

がありました

ら、お願
ねが

いいたします。 

○加藤
かとう

委員
いいん

 計画
けいかく

相談
そうだん

が平成
へいせい

２７年度
ねんど

から 障
しょう

がいのある方
かた

全員
ぜんいん

にとなってお

りますけれども、計
けい

画
かく

を立
た

てられる事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が少
すく

なく、特
とく

に大
だい

都
と

市
し

では足
た

りな

いということは全国的
ぜんこくてき

にもあります。 

 そこで、札幌市
さっぽろし

としての見通
みとお

しやプランみたいなものをお聞
き

かせ願
ねが

えればと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（一
いち

條
じょう

給
きゅう

付
ふ

管
かん

理
り

係
かかり

長
ちょう

） 計
けい

画
かく

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

の事
じ

業
ぎょう

所
しょ

についてで

す。 

 札幌市
さっぽろし

では、昨年
さくねん

１０月
がつ

から計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の対 象 者
たいしょうしゃ

として 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の申請
しんせい

をする方
かた

全員
ぜんいん

に拡大
かくだい

しておりますので、実際
じっさい

に事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が 充
じゅう

足
そく

している 状
じょう

態
たい

にはないと 考
かんが

えております。ですから、札幌市
さっぽろし

としては、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

に従事
じゅうじ

する方
かた

、相
そう

談
だん

支
し

援
えん

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

をふやすため、北海道
ほっかいどう

に研 修 会
けんしゅうかい

の開催数
かいさいすう

をふやしてほしいというような要望
ようぼう

を 行
おこな

っております。 

 ただ、実際
じっさい

には、毎月
まいつき

、２事
じ

業
ぎょう

所
しょ

ぐらいはふえてきておりまして、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

数
すう

は 順 調
じゅんちょう

に伸
の

びているところでございます。 

○廣田
ひろた

委員
いいん

 今
いま

の計画
けいかく

相談
そうだん

のことです。 

 おととい、北海道
ほっかいどう

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

があり、そのとき、全部
ぜんぶ

の市町村
しちょうそん

の計画
けいかく

策
さく

定率
ていりつ

が示
しめ

されましたが、すごく高
たか

い地
ち

域
いき

と余
あま

りされていない地域
ちいき

があり、

札幌市
さっぽろし

の実施率
じっしりつ

はよくありませんでした。これは、多分
たぶん

、人口
じんこう

に比
くら

べて相
そう

談
だん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が少
すく

ないことが原
げん

因
いん

かと思
おも

うのです。計画
けいかく

ができていないと、サービス
さ ー び す

の支給
しきゅう

決定
けってい

ができなくなりますので、差
さ

し当
あ

たって札
さっ

幌
ぽろ

市
し

はどうされるのかが

心
しん

配
ぱい

だったのです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（ 一 條
いちじょう

給付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

） ことしの４月
がつ

以降
いこう

、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

が必須
ひっす

にはなりますけれども、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

によるサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

作
さく

成
せい

ではなく、
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ご自身
じしん

でプラン
ぷ ら ん

を作成
さくせい

するということも可能
かのう

になっております。今
いま

、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が

まだ 充 足
じゅうそく

しておりませんので、ご自身
じしん

でプラン
ぷ ら ん

を作成
さくせい

し、 提 出
ていしゅつ

をいただい

ている方
かた

が非
ひ

常
じょう

に多
おお

くなっております。ですから、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の設
せっ

置
ち

について、

今
いま

行
おこな

っているのは 研 修
けんしゅう

機会
きかい

の確保
かくほ

ですが、そのほかにも何
なに

か施策
しさく

を 考
かんが

えて

いかなければいけないとは 考
かんが

えております。 

○藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

 ほかにいかがでしょうか。 

○吉田
よしだ

委員
いいん

 今
いま

のことについてです。 

 今
いま

まで 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

は、セルフプラン
せ る ふ ぷ ら ん

でやってきたことですよね。新規
しんき

の方
かた

が見
み

えた場
ば

合
あい

は、プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

を 必
かなら

ず立
た

てるようにしているのですけれども、今
いま

まで事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に通
かよ

っており、２年
ねん

がたったから継続
けいぞく

のものを頼
たの

むとなると、そ

れ以外
いがい

にほかに何
なに

もないのですかというと、大抵
たいてい

はセルフプラン
せ る ふ ぷ ら ん

でやってくだ

さいというか、そこまでの必要性
ひつようせい

がないのです。 

 いろいろなものを複合的
ふくごうてき

にしたり初
はじ

めての場合
ばあい

ならわかるのですけれども、

ただ継続
けいぞく

するだけであれば、セルフプラン
せ る ふ ぷ ら ん

で全然
ぜんぜん

構
かま

わないと思
おも

うのです。 障
しょう

がい者
しゃ

には 能 力
のうりょく

が一
ひと

つもないから、全部
ぜんぶ

に計画
けいかく

を立
た

ててあげないとならない

ということはないと思
おも

います。 

 すごく過
か

剰
じょう

に仕
し

事
ごと

がふえ過
す

ぎという言
い

い方
かた

もおかしいのですけれども、能 力
のうりょく

がある人
ひと

はいっぱいいるので、能 力
のうりょく

のある人
ひと

はセルフプラン
せ る ふ ぷ ら ん

でいいし、何
なに

も知
し

らない人
ひと

は一
いち

からちゃんと教
おし

えてあげるなど、セ
せ

ル
る

フ
ふ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

のつくり方
かた

がわか

らない人
ひと

は、相
そう

談
だん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

で相
そう

談
だん

に乗
の

ってあげて、どうしますかと聞
き

くと、こ

れなら自分
じぶん

でいけますという方
かた

も結構
けっこう

いらっしゃるので、何
なに

でもかんでも計画
けいかく

を立
た

てる必要
ひつよう

はないのかと思
おも

います。 

○廣田
ひろた

委員
いいん

 プラン
ぷ ら ん

が必要
ひつよう

だというのは国
くに

が決
き

めたことですよね。セルフプラン
せ る ふ ぷ ら ん

を重視
じゅうし

するのは 私
わたくし

も賛成
さんせい

ですけれども、安易
あんい

にセルフプラン
せ る ふ ぷ ら ん

に頼
たよ

らないよ

うにということも言
い

われているので、今
いま

おっしゃったように、一
いっ

緒
しょ

に 考
かんが

えて、
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それではこうしましょうということでセルフプラン
せ る ふ ぷ ら ん

をつくっていただいたらい

いと思
おも

うのです。 

 事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に通
かよ

っていらして、この人
ひと

は 就
しゅう

労
ろう

だけでいいと思
おも

っていても、実際
じっさい

にはほかに支援
しえん

が必要
ひつよう

かもしれないので、じっくり 話
はなし

を聞
き

いて、プラン
ぷ ら ん

をつ

くり、支援
しえん

するというふうにしていったらいいと思
おも

います。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございます。 

 大切
たいせつ

なことは、プラン
ぷ ら ん

をつくるのに必要
ひつよう

な人
ひと

のところにちゃんと支援
しえん

が届
とど

く

ことが 充
じゅう

足
そく

であって、本
ほん

当
とう

は誰
だれ

かのサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

を受
う

けながら、綿
めん

密
みつ

な支
し

援
えん

計
けい

画
かく

を立
た

てたいのにどの事
じ

業
ぎょう

所
しょ

も手
て

が薄
うす

いということであれば問
もん

題
だい

だと思
おも

います。

ただ、自立
じりつ

して、自己
じ こ

決定
けってい

でできる人
ひと

に関
かん

しても、どこかでチェック
ち ぇ っ く

機能
きのう

はあ

ったほうがいいかもしれません。しかし、基本的
きほんてき

にはそれを 尊 重
そんちょう

するという

ことで、それは今
いま

までもそうやられてきたと思
おも

うのです。 

 国
くに

の制
せい

度
ど

として、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を通
とお

さないとサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を支
し

給
きゅう

しないとなると困
こま

っ

てしまいますが、今
いま

のところはそういうことではないというお 話
はなし

ですので、

その点
てん

を意見
いけん

交換
こうかん

できてよかったかと思
おも

います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○稚
ち

貝
がい

委員
いいん

 先
さき

ほどのプラン
ぷ ら ん

について、意見
いけん

です。 

 高齢者
こうれいしゃ

の方
かた

は、ケアマネジャー
け あ ま ね じ ゃ ー

がいらして、プラン
ぷ ら ん

を立
た

ててくださいますね。

それになれていたので、知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

の方
かた

のプラン
ぷ ら ん

をつくってくれる人
ひと

がい

ると勝手
かって

に思
おも

っていたら、いらっしゃらないそうで、びっくりしたのです。 

 ご自
じ

分
ぶん

でお 考
かんが

えになるということで、つくれる方
かた

はいいと思
おも

うのですけれ

ども、多分
たぶん

、 私
わたくし

のかかわっている方
かた

だけだと思
おも

うのですが、同
おな

じ事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

しか受
う

けていらっしゃらない感
かん

じがするのです。それは、行
い

っていら

っしゃる事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の方
かた

がプ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

を立
た

てていらっしゃるから、自分
じぶん

のところで全部
ぜんぶ

をと。高齢者
こうれいしゃ

でもそういう方
かた

がいらっしゃるのかもしれませんけれども、どち
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らかというと、デイサービス
で い さ ー び す

はあちらに行
い

って、ヘルパー
へ る ぱ ー

はこちらから来
き

てと

いうことができているのではないかと思
おも

うのです。 

 ですから、セ
せ

ル
る

フ
ふ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

といっても、ご自
じ

分
ぶん

で立
た

てているのではなく、その事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の方
かた

が立
た

てているというのです。それに文
もん

句
く

があるわけではないのです

けれども、第三者
だいさんしゃ

の目
め

というか、選択肢
せんたくし

が何
なん

となく限
かぎ

られてきてしまっている

のかなという 印 象
いんしょう

を持
も

っております。 

 このプラン
ぷ ら ん

自体
じたい

に文句
もんく

があるわけではないのですけれども、相談
そうだん

できる先
さき

が

あることで、ケアマネ
け あ ま ね

みたいな方
かた

がふえるのはいいことなのではないかと個人的
こじんてき

に思
おも

います。 

○藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

 ご意
い

見
けん

として 承
うけたまわ

ります。 

○吉田
よしだ

委員
いいん

 私
わたくし

の言葉
ことば

が足
た

りなかったようです。精
せい

神
しん

障
しょう

がい者
しゃ

に限
かぎ

って言
い

いました。知的障
ちてきしょう

がいで 能 力
のうりょく

のない人
ひと

はセルフプラン
せ る ふ ぷ ら ん

をせず、各
かく

相
そう

談
だん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

がやっていると思
おも

います。 

 そして、これとは別
べつ

にもう１件
けん

、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

についてです 

 今
いま

、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

もオープン
お ー ぷ ん

にして、部屋
へ や

探
さが

しをすると、絶
ぜっ

対
たい

と言
い

ったら

何
なん

なのですけれども、すごく差別
さべつ

を受
う

けるのです。そういうお部
へ

屋
や

探
さが

しのア
あ

パ
ぱ

マ
ま

ン
ん

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

プ
ぷ

などにお願
ねが

いするときは、 公
おおやけ

にしないですよという感
かん

じで、向
む

こうがかばってくるのです。精
せい

神
しん

障
しょう

がいと出
で

てしまうと、物
もの

すごく劣
れつ

悪
あく

なと

ころになり、保
ほ

証
しょう

会
がい

社
しゃ

もなかなかオ
お

ー
ー

ケ
け

ー
ー

してくれないので、隠
かく

して探
さが

しま

しょうという感
かん

じなのです。しかし、この法
ほう

が施行
しこう

され、各事
かくじ

業 者
ぎょうしゃ

に通達
つうたつ

さ

れたとして差別
さべつ

は 解 消
かいしょう

になるのか、不安
ふあん

に思
おも

いました。 

○藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

 札
さっ

幌
ぽろ

市
し

から何
なに

かコ
こ

メ
め

ン
ん

ト
と

はありますか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） この法
ほう

が施行
しこう

され、そのようなこと

がすぐになくなるかというと、意識
いしき

の差
さ

はあるかと思
おも

います。ただ、そういっ

たことはよろしくないことだというか、あってはならないことだという雰
ふん

囲
い

気
き

は
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高
たか

めていけるのではないかというふうに思
おも

います。そういう事
じ

例
れい

などを広
ひろ

めて

いきたいと 考
かんが

えております。そういったことを一
いっ

緒
しょ

に頑
がん

張
ば

っていきたいと思
おも

い

ますので、よろしくお願
ねが

いいたします。 

○藤
ふじ

原
わら

会
かい

長
ちょう

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

の資
し

料
りょう

の５ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

のところで市
し

民
みん

への

周
しゅう

知
ち

という言
こと

葉
ば

が出
で

ていたり、「制度
せいど

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

の」と書
か

いてあったりする

のですけれども、障
しょう

がいを持
も

っている方
かた

たちの相談
そうだん

だけではなく、市民
しみん

の人
ひと

が

こういうことをしたら差別
さべつ

になりますか、こういうことは法的
ほうてき

にどうなのです

かというような質
しつ

問
もん

など、たくさん出
で

てくると思
おも

うのです。そういう 住
じゅう

宅
たく

保
ほ

証
しょう

の面
めん

で何
なに

か不
ふ

当
とう

なことを受
う

けた場
ば

合
あい

には、そのことを 訴
うった

えると言
い

うと大
おお

げさ

かもしれませんけれども、これは差
さ

別
べつ

ですと発
はつ

言
げん

することによって、一
いっ

般
ぱん

企
き

業
ぎょう

の人
ひと

や 障
しょう

がいを持
も

っている人
ひと

たちに住 宅
じゅうたく

を提 供
ていきょう

するかもしれない人
ひと

や物
もの

を

売
う

るかもしれない人
ひと

など、広
ひろ

く市民
しみん

の人
ひと

たちがこれをすることが 抵 触
ていしょく

するの

だ、 障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

に 値
あたい

するのだということを市
し

民
みん

に 周
しゅう

知
ち

して、そちら側
がわ

の

人
ひと

もこれはいいのですか、これは差別
さべつ

ですかと相談
そうだん

するというようなことが含
ふく

まれてくるのかと思
おも

います。 

 ただ、一
いっ

足
そく

飛
と

びに 解 消
かいしょう

はしないかもしれませんけれども、声
こえ

を出
だ

していく

ときにこれがあります、 障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

になりますというものを使
つか

っていくこ

とは今
いま

まで以
い

上
じょう

にできるのかと個
こ

人
じん

的
てき

には思
おも

っております。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 補足
ほそく

させていただきます。 

 例
たと

えば、不
ふ

動
どう

産
さん

などの事
じ

業
ぎょう

の所
しょ

管
かん

は、国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

となります。そういう

ように、事
じ

業
ぎょう

ごとにその事
じ

業
ぎょう

を所
しょ

管
かん

する各
かく

省
しょう

庁
ちょう

がこういうことをやって

はいけないというように事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に 周
しゅう

知
ち

するといいましょうか、指
し

針
しん

を示
しめ

すこ

とになっております。それがどの程度
ていど

示
しめ

されて、浸透
しんとう

していくかについては、

時間
じかん

がかかっていくのかと思
おも

います。 

 ただ、そういった事
じ

例
れい

が積
つ

み重
かさ

なり、世
よ

の中
なか

の認
にん

識
しき

が徐
じょ

々
じょ

に変
か

わっていく
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ことを期待
きたい

しております。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ありがとうございます。 

 そういうことを浸透
しんとう

させるには皆
みな

さんのようにかかわっていらっしゃる方
かた

が

周
しゅう

知
ち

にはすごく 重
じゅう

要
よう

なポジション
ぽ じ し ょ ん

になれるのではないかということを再認識
さいにんしき

いたしました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（筒
つつ

井
い

運
うん

営
えい

指
し

導
どう

係
かかり

長
ちょう

） 済
す

みません。 

 就
しゅう

労
ろう

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の数
すう

字
じ

を確
かく

認
にん

いたしましたので、お伝
つた

えいたします。 

 就
しゅう

労
ろう

移
い

行
こう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は、３月
がつ

１日
たち

現
げん

在
ざい

で６１カ
か

所
しょ

、 就
しゅう

労
ろう

Ａ
えー

型
がた

が９０カ
か

所
しょ

、Ｂ
びー

型
がた

が２１１カ
か

所
しょ

です。曖
あい

昧
まい

なことを言
い

ってはいけないと思
おも

うのですが、

Ｂ型
びーがた

については、恐
おそ

らく、１年
ねん

間
かん

で４０カ
か

所
しょ

ぐらいふえていると思
おも

います。Ａ
えー

型
がた

については２０カ
か

所
しょ

ぐらい、移
い

行
こう

支
し

援
えん

は１０カ
か

所
しょ

ぐらいがふえているかと思
おも

います。 

 去
きょ

年
ねん

の 調
ちょう

査
さ

では、政
せい

令
れい

市
し

の中
なか

で、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

はＢ型
びーがた

が一番
いちばん

多
おお

いです。Ａ
えー

型
がた

は

名
な

古
ご

屋
や

に次
つ

いで多
おお

いです。移
い

行
こう

支
し

援
えん

は、記
き

憶
おく

が定
さだ

かではありませんが、このよ

うなイ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

です。 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 それでは、予定
よてい

の時間
じかん

に近
ちか

づいているのですが、ほかにいかが

でしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 ないようでしたら、本日
ほんじつ

の議事
ぎ じ

は、これで 終 了
しゅうりょう

したいと思
おも

い

ます。 

  ５．閉
へい

  会
かい

 

○藤原
ふじわら

会 長
かいちょう

 急
いそ

ぎ足
あし

でやったので、後半
こうはん

にばたばたしてしまって申
もう

しわけあ

りません。 

 以上
いじょう

をもちまして、本日
ほんじつ

の審
しん

議会
ぎかい

を 終 了
しゅうりょう

いたします。 
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 どうもありがとうございました。 

                               以
い

  

上
じょう

   


